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（ 時に午前 ９時３０分 開会 ） 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 それでは、ただいまから建設文教委員会を開催いたします。 

 去る５日の本会議において、建設文教委員会に付託となりました議案について御審議いただき

ますが、その前に市長から御挨拶を受けたいと思います。 

 永田市長。 

市長（永田 純夫君） 

 改めまして、おはようございます。早朝より建設文教委員会への御出席大変御苦労さまでござ

います。 

 東海地方も梅雨入りをいたしまして、今度の日曜日に市の水防訓練を予定しておりますけれど

も、出水期を迎えまして、改めてしっかりと対応していかなければならないと思っているところ

でございます。 

 本日は、付託されました案件につきまして慎重に御審議を賜り御賛同いただきますように、お

願いを申し上げまして御挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 ありがとうございました。 

 傍聴者はおみえですか。 

議事調査課課長補佐（川村 幸一君） 

 一般傍聴者が１名おみえです。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 当委員会に付託された所管は、建設部所管です。 

 それでは、議案第３７号 工事請負契約（雨水貯留施設設置工事）の締結について説明をお願

いいたします。 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課長の飯田です。よろしくお願いします。 

 提出案件の１４ページをごらんください。 

 朗読いたします。 

 議案第３７号 
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 工事請負契約（雨水貯留施設設置工事）の締結について 

 下記のとおり工事請負契約を締結するものとする。 

 令和元年５月３１日提出 

 清須市長 永田 純夫 

 記 

 １、契約の目的 雨水貯留施設設置工事 

 ２、契約の方法 総合評価落札方式（特別簡易型）一般競争入札 

 ３、契約の金額 金２億２千８８０万円 

 ４、契約の相手方 愛知県清須市枇杷島駅前東一丁目１番１ 

          名工建設株式会社名古屋支店 取締役常務執行役員支店長 墨弘昭 

 ５、契約の期間 着手 契約の日の翌日 完了 令和２年２月２８日 

 １５ページをごらんください。 

 工事入札結果報告でございます。 

 工事名、雨水貯留施設設置工事。工事箇所、愛知県清須市寺野地内。新川中学校敷地内でござ

います。工事内容、貯留量２千５００㎥、排水路工９６６ｍ、集水桝工１式、管渠工８４．３ｍ、

駐車場整備１式、付帯工１式でございます。開札日時、平成３１年４月２３日。入札金額は２億

８００万円。消費税込みで２億２千８８０万円でございます。入札参加業者は１者。評価値１．

１０７でした。 

 １６ページをごらんください。 

 こちらは参考図面でございます。 

 以上、説明させていただきましたので、よろしくお願いします。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 ただいまから審議に入るわけですが、質疑者、あるいは答弁者は必ず挙手をしていただき、指

名の後、名前を名乗ってから質疑、あるいは答弁に入っていただくようお願いいたします。 

 それでは、質疑のある方の挙手を求めます。 

 浅野委員。 

浅野 富典委員 

 おはようございます。 

 私から３点ほど、ちょっと御質問させていただきます。 
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 まず最初に先ほどもございました今回の貯留量２千５００㎥の雨水貯留施設を設置されるとい

うことでございますが、新川流域水害対策計画でございますが、この本市の計画容量２万３００

㎥に対する整備図と申しますか、進捗率と申しますか、何パーセントぐらいになりますか。それ

から、整備計画の最終年度というのはいつでございますか。まず最初にこれをお願いいたします。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課の飯田でございます。 

 昨年度までに約１万７千８００㎥を実施しており、今回の新川中学校が完了しますと、ほぼ１

００％の達成率となります。また、新川の総合計画につきましては、令和１７年度まででござい

ます。 

 済みません。１００％でございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 浅野委員。 

浅野 富典委員 

 ありがとうございます。 

 それから、ちょっと例えが悪いかもしれませんけれども、貯留量２千５００㎥、ちょっと、ぴ

っと来ないものですから、その容量が。この図面を見させていただきますと、左の上のほうにプ

ールがございますが、新川のプール、これ多分２５ｍのコースだと私はグーグルでちょっと見た

ので６コースだと思いますが、これに例えた場合、おおよそ何杯分で、先の東海豪雨のような雨

が降った場合、こんなこと例えてはいけないのですが、どれぐらいの時間で満杯になる予定です

か。お願いします。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 平均的なプールの大きさで換算しますと６杯分になります。また、東海豪雨の最大時間雨量と

いうのが約９３ミリでございまして、中学校の集水面積が１万３千８００㎡でございますので、

約２時間ほどで貯留施設が満水になると思われます。 
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 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 浅野委員。 

浅野 富典委員 

 それから、最後ちょっとお聞きしますが、今回の雨水の貯留施設設置場所、この網かけ、金網

みたいな網かけやってる部分で、これは現在、たしか駐車場だったと思うんですが、施工後も駐

車場だと思いますけれども、どのようになりますか。また、この工事をされる期間中、ここに多

分、先生方とか来客の方が現在も止めてみえる思うんですが、工事期間中の駐車場の確保はどの

ように考えておられますか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 まず、工事完了後、また元のように駐車場に復旧させていただきます。あと、工事期間中です

が、この図面でいう右上のほうに駐車場の仕切りがあるんですけど、そちらのほうを駐車場とし

て利用していただくよう協議を進めております。また、台数的にもし足りない場合は法務局の跡

地等を利用していただいて御協力を要請しております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 浅野委員。 

浅野 富典委員 

 ちょっとその駐車場の確保についてはよろしくお願いしたいと思います。 

 私からは以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 他に。 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 これ、工事中の代替の措置として駐車場の整備、この図でいうと右のところで整備するという

ところなんですけど、これちょっと現場を見させていただいたんですけど、ここに至るアプロー

チが大変狭くて、クラブハウス、部活動のクラブハウスか何かがあるのかな、あって、その前を
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通っていくような形になってると思うんですけど、この間の安全確保というのはどういうふうに

考えておられますか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 まず、工事期間中はそういった工事関係者等の誘導等で注意をしていきたいと考えております。

工事完了後につきましては、貯留施設の上部がまた駐車場として戻りますので、クラブハウスの

人の流れと今回駐車場として整備する箇所が、人と車が交差するということで職員専用駐車場と

かそういった面を含めて、中学校側のほうで今後有効利用を考えていっていただきたいと考えて

おります。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 工事期間は十分安全に心がけてというか何か対策していただくと同時に、その工事後、駐車場

にどう活用するかわかりませんけど、それのクラブハウスと体育倉庫みたいなのもありましたの

で、そこらの兼ね合いも考えて、十分安全が今後も確保されるように、生徒の安全確保されるよ

うに何か対策をお願いしたいと思います。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 他に。 

 小﨑委員。 

小﨑 進一委員 

 済みません、１つだけ。一応、この施設自身、学校敷地内にございますけれども、この維持管

理というのも今後、先々というのは土木課のほうでやられるのでしょうか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 まず、貯留施設につきましては、今後も土木課のほうで管理のほうはしていきたいと考えてお
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ります。また、グラウンド及び駐車場等で升とかを設置しまして、そこで水を落とすという構造

物をつくりますので、そういった升とかの掃除、簡易的な掃除については中学校さんのほうにち

ょっと御協力を仰ぎたいなと考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 よろしいか。 

小﨑 進一委員 

 はい、ありがとうございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 はい。岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 岸本でございます。 

 ２、３少しお尋ねしたいんですけれども、今回、名工建設株式会社様が請負業者ということで

契約というかお願いをするわけでございますが、入札参加業者が１者ということで、他に入札参

加はなかったよということでございますが、他に大抵は２とか３者とかあるかなと思うんですが、

今回１者だったという、その辺が当局としてはどのようなふうにお考えなんですか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 はい。確かに落札金額もかなり高いということもありますので、業者さんの見積もりと本当に

近々というかきつい設計というか、ぎりぎりの設計だったんではないかなと私のほうは思ってお

ります。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 地元の企業で私もよかったなとは思うんですけれども、ちょっとよく私もわからないんですが、

この名工さんは貯留施設、これまでも実績があると思うんですが、本市もこれまでにやってもら

った経緯はありましたか。 
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建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 ちょっと私の記憶の範囲内では名工建設さんが貯留施設をやったという記憶はないんですけど、

メーンの下水管とかの工事はやられてた記憶はございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 他市ではそういった学校施設というか、学校じゃないんですけども、やられた実績は。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 はい。 

土木課課長補佐（瀬尾 光君） 

 土木課、瀬尾です。 

 名工建設さんのホームページ等で実績を見させていただきましたところ、貯留施設の実績はホ

ームページ上では見られませんでした。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 見られませんでしたですが、ここに決められたということは当然それはいろいろお考えになっ

てたと思うんですが、その辺のところは決められるに当たって、何の御心配というのは部長どう

なんですか、ないんですか。ちょっと私も全然素人なんで、ちょっとわからないんですけれども。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 永渕部長。 

建設部長（永渕 貴徳君） 

 その条件に適した資格等も持ってございますし、それなりのずっと経験ももってございますの

で、地下部を掘削する、それから、その部分に上に土をかけて転圧等もして、ずっとそういう構

造物が維持管理ができるということも、そういう調整池以外にもいろんなそういう工事はやって

る業者でございますので、その辺は大丈夫だというふうに考えております。 
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建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 はい。もう全然心配ないと、そういうふうに受けとめさせていただきます。 

 もう１点でございますが、この工事を来年２月までで終わるよということですが、夏休み等を

大いに利用してされるということですか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 そうですね。今の協議結果でいきますと７月下旬をめどに着工を行いたいなということで、今、

協議に入っております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 もう１点お尋ねいたします。 

 先ほど４７計画、新川流域のお話がございました。本市としては、２万３３０㎥を目標、これ

で１００％達成できたと、本当にそのことにつきましての推進につきましては大きく評価をした

いと思います。 

 それで、最後の年度が令和１７年。これから１７年かかるよと思いますけれども、１５市町あ

ると思うんですが、他市のその進捗状況というのはいかがですか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 新川流域の市町におきまして、進捗率が１００％の都市が３市ほどございまして、これで清須

市が４市町目となります。また、ばらつきとしましてはそういった進捗率が低い市町もあるのが

現状でございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 
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 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 清須市を入れて４市ということでございますが、１５市町の４市ですから、あとは１１市、あ

と１７年でということですけど、どこまでいってもうちの本市は下流のほうになりますので、う

ちは整備したよ。やっぱり上流やってくださいよという、絶えず、市長が出ていかれて、そうい

った協議会では進言はしてらっしゃると思うんですが、さらにそうした場でもう少しスピードア

ップしてといった、そういう思いはあるんですが、もし市長、何か御所見ありましたら、この４

７計画で、他市へのまた働きかけということもございますが、お聞かせいただけますか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 永田市長。 

市長（永田 純夫君） 

 前々から議会からもそういうお話をいただいておりまして、前の市長の加藤市長も自分のとこ

ろが１００％ならんのによそにやってくれというのも言いにくいというところで、まず自分のと

ころから１００％になるように最大限努力するというふうにお答えになってたというふうに自分

は承知しておるんですけれども、これで１００％になりましたので、機会を得て、他市の皆様に

もお願いをすると、したいというふうにしていきたいと思っております。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 よろしいですか。 

 他に。 

 はい、どうぞ。 

 浅井委員。 

浅井 泰三委員 

 意外と上流市町、例えば春日井とか、犬山とか、江南もあの辺含めて、その土木関係の人とそ

ういう話をしても、意外とこの関心が薄いというか、前にもこういうこと、加藤市長時代から申

し上げてることなんですけど、意外とその上流地域は、低いところに流れてくるのは当たり前だ

ねみたいな感覚で、意外と関心が薄いと思うんですよね。それは市長はそういった流域市町の会

議のときにおっしゃってみえると思うんですけど、もっと、その進捗を早めるには、強く申し出

ていかなきゃならないと思うんですけども、これまでどおりではなくて、うちは１００％達成し

て、もっと強くこのおっしゃっていただく何か方策というか施策というような言い方といいます
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か、そういうものを何か変えていかれるお考えはありますかね。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 永田市長。 

市長（永田 純夫君） 

 最近は、上流のほうもかなり水害の被害に遭ってる確率というと上流のほうが多くて、今、上

流のほうが特に言ってみえるのは青木川の放水路を早く完成してほしいということで、随分あれ

木曽川に流れる量が増えましたので、上流のほうも多少はちょっと安気ではないですけども安心

してる部分はあると思うんですが。でも、貯留施設は貯留施設で４７計画にしたがって必ず整備

をしてもらわないかんわけでございますので、この機会を捉えて申し上げていきたいというふう

に思っております。 

 首長さん方とは直接お会いする機会がありますので、その折にもですね早くやってくださいと

いうことも言っていきたいというふうに思っております。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 浅井委員。 

浅井 泰三委員 

 もう一つ、例えば、この間の犬山と話しておると、放水路ばっかり関心あって、要は貯留槽、

貯水に関しては、流水に関してはあんまり関心がなくて、どこかへ早く流したいばっかりで、用

水路、排水路ばっかりに関心が強いと思うんですよ。だから、その辺をぜひ今おっしゃったよう

に、早めるようにおっしゃっていただければいいかなと、そんなふうに思います。 

 今の他の３市はどこですか。１００％達成できたのは。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 名古屋市、春日井市、豊山町でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 浅井委員。 

浅井 泰三委員 

 わかりました。 

 以上です。 
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建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 それでは、これで質疑を終わります。 

 工事請負契約の締結について採決をいたします。 

 原案に賛成の方の挙手をお願いいたします。 

＜ 挙 手 全 員 ＞ 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 ありがとうございました。 

 全員賛成でございます。 

 よって、議案第３７号 工事請負契約（雨水貯留施設設置工事）の締結については原案のとお

り承認されました。 

 次に、議案第４０号 令和元年度清須市一般会計補正予算（第３号）案所管分について説明を

お願いいたします。 

 都市計画課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 都市計画課長の長谷川です。よろしくお願いいたします。 

 議案第４０号 令和元年度清須市一般会計補正予算（第３号）案、建設部所管分について説明

させていただきます。 

 令和元年度一般会計・特別会計補正予算書及び説明書の１２ページ、１３ページをお開きくだ

さい。 

 建設部所管につきましては、歳出のみの補正でございます。 

 ８款土木費、４項都市計画費、１目都市計画総務費、補正額１千５００万円の減額、１９節負

担金、補助及び交付金で、特定構造物改築事業に係るコミュニティ施設補助金について、地元町

内会が申請していた宝くじの助成金が採択されたため、財源を組みかえるものでございます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 ありがとうございました。 

 それでは、質疑のある方の挙手を求めます。よろしいですか。 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 
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 はい、済みません。質疑ではないのですが、その地元町内会というのはどちらのことなんでし

ょうか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 都市計画課、長谷川です。 

 今回、枇杷島橋のかけかえに伴う伏見町線事業を行っておりますけど、そこの該当する町内会

で西枇杷島町の問屋町という町内会になります。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 はい、ありがとうございました。 

 今年の予算書の主要計画書を見ますとこれまで既設であって、この整備のため移転をしなくて

はいけないよと、新しく新設すると、こういうことでしょうか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 はい、そのとおりでございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 あとよろしいですか。 

 それでは、これで質疑を終わります。 

 令和元年度清須市一般会計補正予算（第３号）案所管分について採決をいたします。 

 原案に賛成の方の挙手を求めます。 

＜ 挙 手 全 員 ＞ 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 ありがとうございました。 

 全員賛成でございます。 

 よって、議案第４０号 令和元年度清須市一般会計補正予算（第３号）案所管分については原
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案のとおり承認されました。 

 以上で、建設文教委員会に付託されました議案についての審議は終了いたしました。 

 なお、従来どおり常任委員会の閉会中の継続審査の申し出をすることに御異議はございません

か。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 ありがとうございました。 

 異議はございませんので、議長に閉会中の継続審査の申出書を提出いたします。 

 これをもちまして建設文教委員会を閉会といたします。 

 早朝より御苦労さまでございました。 

（ 時に午前 ９時５８分 閉会 ） 
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